
項目名

■ □ □

実績

評価者

計画道路整備課長　村上　和雄

項目名

■ □ □

実績

評価者

計画道路整備課長　村上　和雄

項目名

■ □ □

実績

評価者

計画道路整備課長　村上　和雄

項目名

■ □ □

実績

評価者

道路建設課長　　加藤　孝雄

会
計

事務事業名称 事業概要（全体）
活動実績(H30)

成果

成果指標

所属
名称

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

環境
影響

経費

投入コスト

計画
道路
整備
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H29予算現額

北野下富線道路築
造事業

根拠法令 H30予算現額

道路法、都市計画法

H29決算額 目標設定の考え方・根拠

Ｂ

本路線は市街地を外郭する外環状道
路であるため、全線開通により交通渋
滞の緩和に大きく寄与する事業である
ことから重点的に整備を進めている。
平成30年度は3工区の区間について用
地取得を進め、市道3-974号線から北
東へ延長182ｍについて道路築造工事
を行った。
また、県が整備を進めている都市計画
道路東京狭山線、都市計画道路飯能
所沢線と接続する路線であり、２路線は
東京都の都市計画道路と繋がる計画と
なっている。

198,127千円

事業の目的及び具体的な内容
H29正規職員
人件費

平成4年度の都市交通施設整備計画において市街地全
体を外郭する環状道路として位置付け、幹線道路の環
状型ネットワークを形成し、市内道路の交通渋滞緩和を
図るものである。
国道463号バイパス小手指ヶ原交差点から一般県道所
沢堀兼狭山線下富駿河台交差点までの延長5,500ｍ、
幅員18ｍの道路の整備を行うもので、早期の全線開通
を目指す。

H30年度に改善した点

交通渋滞緩和
市道3-5号線、及び主要地方道川越所沢線（美
原町3-2944-2前）に観測点を設定。当該都市計
画道路開通により交通量1割削減を達成する。）

北野下富線（1工区）と松葉道北岩岡線の同時
開通により交通渋滞の緩和を図るもので左記
箇所に観測点を設定して、年1回・7月の第1水
曜日(朝)午前7時30分～8時30分、(夕)午後5時
30分～6時30分に測定する。

道路築造工事において発生した建設発生
土の再資源化を図るために、部内で連携
して工事間流用を行った。また、関係機関
との協議や調整を行うことで、当該年度発
注工事を年度内に完成させた。

H29年度目標

H30決算額（見込み）

194,910千円

H29その他職員
従事割合

H29実績 H30目標値が未達成の理由・分析

最優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 362,925千円 355,604千円

①用地取得率

②工事着手率

③

指標名

2.00 人
非常勤
特別職

0.00 人 開通後1割削減 2,723台 未開通のため。
未整備区間の事業化開始のために、今後も継
続的に用地取得と道路建設を進めていくこと
で、早期の供用開始、全線開通を目指すもので
ある。測定日H30.7.4、川越所沢線 朝)川越方面
406台、所沢方面329台、夕)川越方面342台、所
沢方面343台、市道3-5号線 朝)狭山方面283
台、所沢方面316台、夕)狭山方面248台、所沢
方面318台

開通後1割削減 2,585台

開通後1割削減

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

16,970千円 臨時職員 0.45 人

①1工区84%、2工区100%
　 3工区98%、4工区  77%
②1工区  0%、2工区100%
　 3工区28%、4工区    0%
③

H30年度目標 H30実績

早期の全線開通を目指し、引き続き用地
取得と道路建設を進める。また、社会経済
状況や財政事情等に応じて、事業期間や
総事業費の見直しを行い、整備効果を高
めるものである。

H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

期間 4.00 人
非常勤
特別職

0.00 人 R元年度目標

H6年度～ 33,520千円 臨時職員 0.00 人

計画
道路
整備
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H29予算現額

0千円

所沢駅西口から都市計画道路飯能所沢線を結ぶ延長
1,430ｍ、幅員20ｍの道路で、本路線の整備により所沢
駅西口周辺道路の慢性的な交通渋滞の緩和を図るも
のである。
また、一部の区間について電線共同溝による無電柱化
及び電線類の地中化を行い、快適な景観形成と安全な
歩行空間を確保する。

0.40 人

H30正規職員
人件費

H29決算額 指標名

所沢村山線道路築
造事業

目標設定の考え方・根拠

Ａ

本路線は総延長1,430ｍのうち延
長700ｍの区間が供用開始してい
る。一部の区間は電線共同溝によ
る無電柱化及び電線類の地中化
を行い、平成26年度の歩道整備に
より完成している。
今後、主要地方道東京所沢線駒形
交差点から都市計画道路飯能所
沢線までの区間の整備完了によ
り、更なる交通の円滑化を目指す。

根拠法令 H30予算現額 H30決算額（見込み）

道路法、都市計画法

H30年度に改善した点

所沢駅西口周辺道路の快適な交通確保のた
め、歩道のバリアフリー化や景観・防災性の向
上を目的とした無電柱化及び電線類の地中化
の実施により交通渋滞の緩和を図る。

県施行区間にある橋りょう（樋の坪橋）の
整備について、協議を行うとともに、今後
の県と市の進捗予定等について内容確認
をした。
また、県施行区間については一部の事業
用地を取得した。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

北野下富線及び松葉道北岩岡線の進捗
状況や県施行区間の進捗状況を勘案しな
がら、鉄道の立体交差を含む道路予備設
計、橋りょう設計、交通量調査等を行い事
業費及び期間を算定して事業認可を取得
し、早期の事業着手を目指す。

未開通のため。
今後、主要地方道東京所沢線駒形交差点から
都市計画道路飯能所沢線までの区間の整備完
了により、所沢駅周辺道路の更なる交通の円
滑化を促進する。
また、都市防災機能の向上とともに、周辺住民
の安心・安全を確保するために早期の事業化を
目指すものである。

H30目標値が未達成の理由・分析

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 6,480千円 6,119千円

①整備率

②

③

安全性・利便性向上のための都市計画道路の築
造・整備率
（交通の円滑化や安全性、都市防災機能の向上
に有効な都市計画道路の整備完成状況を事業
費の割合により示す。）0千円

事業の目的及び具体的な内容
H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

H29年度目標 H29実績

非常勤
特別職

0.00 人 総事業費7,000,000千円 21,586千円

3,394千円 臨時職員 0.00 人

①49％（H30：0%）

②

③

H30年度目標 H30実績

H30その他職員
従事割合

総事業費7,000,000千円 24,519千円

期間 0.35 人
非常勤
特別職

0.00 人 R元年度目標

H13年度～ 2,933千円 臨時職員 0.00 人 総事業費7,000,000千円

計画
道路
整備
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H29予算現額 H29決算額 指標名

松葉道北岩岡線道
路築造事業

目標設定の考え方・根拠

Ａ

平成29年度から引き続き道路築造
工事を実施したことにより、主要地
方道川越所沢線北所沢町交差点
から市道3-1124号線までの延長
210ｍの区間が、平成30年5月に供
用開始した。これにより、新所沢跨
道橋通りから市道3-1124号線まで
の延長890ｍの区間が開通してい
る。
今後は、残る未供用区間について
生活道路への通過交通の流入を
防ぎ、交通渋滞緩和と周辺住民の
安全確保のために重点的に整備を
進めて、北野下富線（1工区）との
同時開通を目指す。

H30予算現額 H30決算額（見込み）

道路法、都市計画法 202,263千円

H30年度に改善した点

北野下富線（1工区）と松葉道北岩岡線の同時
開通により交通渋滞の緩和を図るもので左記
箇所に観測点を設定して、年1回・7月の第1水
曜日(朝)午前7時30分～8時30分、(夕)午後5時
30分～6時30分に測定する。

平成30年5月に供用開始した延長210ｍの
区間に関連する箇所について、狭あい道
路や行き止まり道路への車両の進入を防
ぎ、車両交通の円滑化を促すために標識
や方向を指し示す案内板を設置した。

未開通のため。
未供用区間である延長526ｍの区間は、北野下
富線の市道3-5号線から本路線までの延長470
ｍの区間(1工区)と同時開通することで、交通渋
滞緩和と周辺住民の安全確保に寄与すること
から、早期の開通が必要である。測定日
H30.7.4、川越所沢線 朝)川越方面406台、所沢
方面329台、夕)川越方面342台、所沢方面343
台、市道3-5号線 朝)狭山方面283台、所沢方面
316台、夕)狭山方面248台、所沢方面318台

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

H30目標値が未達成の理由・分析

最優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 542,205千円 352,996千円

①用地取得率

②工事着手率

③

交通渋滞緩和
市道3-5号線、及び主要地方道川越所沢線（美
原町3-2944-2前）に観測点を設定。当該都市計
画道路開通により交通量1割削減を達成する。）

根拠法令

187,875千円

事業の目的及び具体的な内容
H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

H29年度目標 H29実績

新所沢の市街地から狭山市内の主要地方道所沢狭山
線を結ぶ延長2,860ｍ、幅員16ｍの道路で、狭山市の都
市計画道路と接続することによる交通の利便性の向上
とともに、交通渋滞緩和と周辺住民の安心・安全確保を
図るものである。

1.85 人
非常勤
特別職

0.00 人 開通後1割削減 2,723台

15,697千円 臨時職員 0.35 人

①100%

②100%（未供用区間526ｍ）

③

H30年度目標 H30実績

未供用区間である市道3-1124号線から北
野下富線までの延長526ｍの区間の道路
築造工事を施行する。また、北野下富線
（1工区）との同時開通を目指して、関係機
関との協議を実施する。

H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

開通後1割削減 2,585台

開通後1割削減

期間 2.55 人
非常勤
特別職

0.00 人 R元年度目標

H16年度～ 21,369千円 臨時職員 0.00 人

道路
建設
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H29予算現額

道路改良事業

根拠法令 H30予算現額

期間

目標設定の考え方・根拠

A

成果指標の目標を達成している。

H30年度に改善した点

①改良整備工事件数（路線
数）

②改良整備延長

③

単年度改良整備工事実施件数
予算配分に基づき、路線の優先順位を考慮して
工事実施件数（目標）を決定する。

特になし

H29年度目標 H29実績

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 205,124千円 196,747千円

H29決算額 指標名

H30決算額（見込み）

道路法・土地収用法 177,708千円 145,225千円

事業の具体的な内容及び目的
H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

H30目標値が未達成の理由・分析

道路の拡幅や交差点の改良により安全性・利便性の確
保と渋滞の緩和を図る。
また歩行者の通行が多い道路については、歩道の設置
により、誰もが安心・安全に利用できる道路整備を行
う。

4.55 人
非常勤
特別職

0.00 人 6件 7件

目標達成3件 3件

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

38,607千円 臨時職員 0.00 人

①3件

②192ｍ

③

H30年度目標 H30実績

道路改良事業については、整備を進める
路線数が多いため、策定した優先整備計
画に基づき整備路線を選定し進めて行く。

H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

3.65 人
非常勤
特別職

0.00 人 R元年度目標

昭和25年～ 30,587千円 臨時職員 0.00 人 3件

有 有

有 有

有 有

有 有

第７章　街づくり  第３節　道路

有益
な
もの

有害
な
もの



会
計

事務事業名称 事業概要（全体）
活動実績(H30)

成果

成果指標

所属
名称

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

環境
影響

経費

投入コスト

第７章　街づくり  第３節　道路

有益
な
もの

有害
な
もの

項目名

■ □ □

実績

評価者

道路建設課長　　加藤　孝雄

項目名

■ □ □

実績

評価者

道路建設課長　　加藤　孝雄

項目名

■ □ □

実績

評価者

建設総務課長　田中　淳

項目名

■ □ □

実績

評価者

建設総務課長　田中　淳

道路
建設
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H29予算現額

生活道路整備事業

根拠法令 H30予算現額

所沢市生活道路拡幅整備要綱

H29決算額 目標設定の考え方・根拠

B

成果指標の目標を達成できなかっ
たものの「所沢市生活道路拡幅整
備要綱」に基づき市民の生活環境
の向上を図っている。

H30年度に改善した点

生活道路後退用地取得率
過去３年の後退用地寄付延長の平均の１割増
（ｍ）

特になし

H29年度目標

H30決算額（見込み）

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 158,000千円 145,287千円

①後退用地寄付面積

②後退用地寄付件数

③

指標名

156,000千円 139,985千円

事業の具体的な内容及び目的
H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

H29実績 H30目標値が未達成の理由・分析

　市道に接する敷地で建築行為等を行う際、道路中心
から2.1ｍの後退用地の協力を得て、その後退用地の
舗装整備を行うものである。また、緊急対策として、市
民からの要望等をもとに狭あい道路において待避所な
どの整備を行う。

3.10 人
非常勤
特別職

0.00 人 3,365ｍ 3,528ｍ

後退整備の申請件数が前年度より減少したた
め、目標値まで達成しなかった。

4,034ｍ 3,452m

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

26,304千円 臨時職員 0.00 人

①1869.46㎡

②106件

③

H30年度目標 H30実績

要綱の改正から10年以上経過しているた
め、現在の社会情勢に合っているかの検
証を行う。

H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

期間 3.20 人
非常勤
特別職

0.00 人 R元年度目標

平成８年～ 26,816千円 臨時職員 0.00 人 3,810m

道路
建設
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H29予算現額 H29決算額 指標名

COOL JAPAN
FOREST周辺道路
整備事業

目標設定の考え方・根拠

B

市道2-561、2-996号線の詳細設計
及び用地測量は完了したものの、
市道2-572号線東川護岸工事が進
捗率が70％に留まったため。

H30年度に改善した点

ＣＯＯＬ　ＪＡＰＡＮ　ＦＯＲＥＳＴ構想事業の全体
像が流動的で、事業内容が確定できないため、
単年度取組目標とする。

　将来目指す大型観光バスのルートを産
業経済部が決定したため、バスルート路
線の改良計画を策定した。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

　決定したバスルートの拡幅改良に必要
な用地を取得するため交渉を進めていく。

市道2-572号線東川護岸工事において、支障と
なる電柱移設の遅れにより今期の非取水期内
に工事を完了することが出来ず、進捗率は70％
に留まった。市道2-561、2-996号線の詳細設
計・用地測量は完了した。

最優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 49,957千円 42,893千円 ①市道2‐572号線東川右岸護
岸工事

②市道2‐561号線外1路線詳
細設計

③

平成30年度
東川右岸護岸工事
令和元年度
市道2-572号線改良工事
市道2-561号線・2-996号線交差点改良工事

根拠法令 H30予算現額 H30決算額（見込み）

道路法、河川法、土地収用法 147,194千円 46,634千円

事業の具体的な内容及び目的
H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

H29年度目標 H29実績 H30目標値が未達成の理由・分析
市道2-572号線

「COOL JAPAN FOREST」構想の拠点施設である「とこ
ろざわサクラタウン」を中心とした半径約500ｍ圏内の重
点推進エリアにおいて交通環境整備を行うことによっ
て、交通の円滑化を進めて行くものである。現在整備を
計画している路線は市道2-572号線、市道2-561号線及
び市道2-996号線の３路線である。

0.70 人
非常勤
特別職

0.00 人 道路詳細設計　市道2-561号線及び市道
2-996号線路線測量・道路概略設計 同左

5,940千円 臨時職員 0.00 人

①令和2年1月31日完了予定

②平成31年3月22日完了

③

H30年度目標 H30実績

H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

号線 東川護岸工事　市道2-561・
996号線 用地測量・詳細設計

2-572号線：70％
2-561、996号線：完了

市道2-572

期間 1.15 人
非常勤
特別職

0.00 人 R元年度目標

平成28年～ 9,637千円 臨時職員 0.00 人
号線・2-996号線交差点改良工事、
市2-572号線道路改良工事

建設
総務
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H29予算現額 H29決算額 指標名

道水路座標管理図
面作成事業

目標設定の考え方・根拠

Ａ

国土調査完了区域において、座標
値をもった道路境界確定図の整備
が着実に進められている。

H30年度に改善した点

国土調査完了区域において、座標値をもった道
路境界確定図の整備を早期に進めるため、確
定測量実施面積を指標とする。
目標値は、当該年度に行うべき確定測量の対
象面積。

立会地権者が複数個所に土地を所有して
いる際には、何度も立会に呼ぶことのない
ように、立会日を調整した。

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 2,920千円 2,484千円

①単年度確定面積

②確定測量累計面積
国土調査完了区域における確定測量実施面積根拠法令 H30予算現額 H30決算額（見込み）

道路法・道路法施行規則・所沢市公共測量作業規程 2,955千円 2,128千円

事業の目的及び具体的な内容
H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

H29年度目標 H29実績 H30目標値が未達成の理由・分析

【目的】　座標値をもった復元可能な道路図面を整備す
ることにより、生活道路の後退、拡幅、舗装工事、災害
時の復元など、道路整備に反映させる。
【内容】　国土調査が完了した区域において、都市基準
点を用いた道路の境界点測量を実施し、座標値をもっ
た道水路の確定図面を整備する。

0.65 人
非常勤
特別職

0.10㎢ 0.10㎢

5,515千円 臨時職員 0.00 人

①0.12㎢

②33.04㎢

H30年度目標 H30実績

近年は労務単価の上昇により、現状予算
額では測量できる範囲が以前より減少傾
向にあるため、作業の実施方法の見直し
が必要となる。

H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

0.12㎢ 0.12㎢

0.10㎢

期間 0.55 人
非常勤
特別職

R元年度目標

昭和53年度～ 4,609千円 臨時職員 0.00 人

建設
総務
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H29予算現額

道水路境界確定事
業

根拠法令 H30予算現額

期間

目標設定の考え方・根拠

Ａ

境界確認申請のうち90％以上の案
件において、道水路境界を確定す
ることができた。

H30年度に改善した点

①申請件数

②境界確定件数

申請により境界が確定した件数

境界確認申請に基づいて道水路境界の確定を
目指して関係地権者との立会や調整を図り、境
界を確定させることで適正な道水路境界確定図
の整備が進められるため、境界が確定した件数
とする。

立会日時については、立会地権者の都合
を阻害しないように、個別の事情に配慮
し、フレキシブルに対応を行った。

H29年度目標 H29実績

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 2,962千円 2,700千円

H29決算額 指標名

H30決算額（見込み）

道路法・道路法施行規則・所沢市道水路境界確認事務
取扱要綱

3,412千円 2,484千円

事業の目的及び具体的な内容
H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

H30目標値が未達成の理由・分析

【目的】　道水路境界を確定又は修正し、確定図を整備
することにより、適正な道水路の維持管理を図るととも
に、民有地の土地利用の促進を図る。
【内容】　関係地権者からの境界確認申請による調査・
立会い。道路境界の確認・同意、道路境界標の設置、
確定図の受理。

2.20 人
非常勤
特別職

160件 185件

目標達成済
（目標値は想定される申請数である。
境界確認は申請に基づき実施するもので、申請
の減少により目標値と相違したが、申請に対す
る確認事務が確実に実施されているため目標
達成済とした。）

180件 155件

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

18,667千円 臨時職員 0.40 人

①161件

②155件

H30年度目標 H30実績

道水路境界については、境界確定に至る
には困難な事例も多々あるが、密な事前
調査を行うとともに、立会地権者への的確
な説明を行うよう努めていく。

H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

2.20 人
非常勤
特別職

R元年度目標

昭和35年度～ 18,436千円 臨時職員 0.40 人 160件

市道2-561

有 有

有 有

有 有

有 有
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事務事業名称 事業概要（全体）
活動実績(H30)

成果

成果指標

所属
名称

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

評価
理由

現状の課題

環境
影響

経費

投入コスト

第７章　街づくり  第３節　道路

有益
な
もの

有害
な
もの

項目名

■ □ □

実績

評価者

建設総務課長　田中　淳

項目名

■ □ □

実績

評価者

建設総務課長　田中　淳

■ □ □

実績

評価者

道路建設課長　　加藤　孝雄

項目名

■ □ □

実績

評価者

道路建設課長　　加藤　孝雄

建設
総務
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H29予算現額

道路照明灯維持管
理事業

根拠法令 H30予算現額

所沢市照明灯設置基準

H29決算額 目標設定の考え方・根拠

Ａ

市管理の道路照明灯の修繕につ
いて、迅速な修繕により適正な維
持管理をすることができた。
道路照明灯LED化整備事業による
リース物件の道路照明灯の維持管
理については、リース事業者と連
携し効率的管理が行われた。

H30年度に改善した点

修繕完了灯数
目標値：想定される修繕灯数
実績：修繕実施灯数

H27年度に実施した、道路照明灯LED化
整備事業により、大半の道路照明灯を
LED灯に交換したことにより、球切れ等が
減ったため、修繕に伴う事務作業を削減
することができた。

H29年度目標

H30決算額（見込み）

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 135,552千円 128,635千円

①必要な修繕灯数

②修繕実施灯数

③電気料支払灯数

指標名

136,558千円 135,439千円

事業の目的及び具体的な内容
H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

H29実績 H30目標値が未達成の理由・分析

【目的】歩行者、自転車及び車両の夜間交通の安全確
保及び円滑かつ快適な利用を図る。
【内容】
道路照明灯の新設・維持管理を行う。また、リース対象
の8,602灯についてはリース料を支払う。

0.65 人
非常勤
特別職

350件 172件

目標達成済
（目標値は想定される修繕灯数であり、実際の
修繕灯数が目標値を下回っているが、修繕灯
数自体が少ないことが良いものと判断したた
め、目標達成済とした。）

200件 128件

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

5,515千円 臨時職員 0.00 人

①128灯

②128灯

③10,578灯

H30年度目標 H30実績
歩行者、自転車及び自動車の夜間通行の
安全確保。円滑かつ快適な利用を図るた
め、道路照明灯の効率的な設置・維持管
理を行っていく。
また,分電盤等の点検を順次行うとともに、
デザイン灯のLED化を進めていく。

H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

期間 0.50 人
非常勤
特別職

R元年度目標

昭和53年度～ 4,190千円 臨時職員 0.00 人 200件

建設
総務
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H29予算現額 H29決算額 指標名

防犯灯維持管理・
補助事業

目標設定の考え方・根拠

A

防犯灯補助金については、各自治
会等からのLED化の要望が多く、
すべての要望に応えることはでき
なかったが、防犯灯LED化整備事
業と合わせて、LED化の促進を図
ることで、ほとんどの防犯灯をLED
灯にすることができ、安全なまちづ
くりに資することができた。

H30年度に改善した点

目標値：予算額
実績：　補助金交付額

Ｈ29年度に実施した防犯灯LED化整備事
業により、大半の防犯灯をLED灯に交換し
たことに伴い、維持管理費補助金の補助
額について、減額の見直しをした。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

防犯灯LED化整備事業により、ほとんどの
防犯灯がLED灯となったが、デザイン灯や
増設については、補助金の活用を検討し
ている自治会・町内会等があるため、LED
化率100％を達成するために、予算の範
囲内で効率的な補助金の交付方法を検
討していく。

目標達成済

優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 38,187千円 36,568千円 ①新設費補助金
　　　　　　　　　補助額
　　　　　　　　　補助灯数
②維持管理費補助金
　　　　　　　　　補助額
　　　　　　　　　補助灯数
③リース防犯灯数

補助金交付額根拠法令 H30予算現額 H30決算額（見込み）

所沢市防犯灯補助要綱 44,290千円 43,575千円

事業の目的及び具体的な内容
H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

H29年度目標 H29実績 H30目標値が未達成の理由・分析

【目的】夜間における道路上での犯罪被害の防止及び、
安全な都市空間を実現。
【内容】
自治会等が設置、維持管理する防犯灯に対し新設費
（交換を含む）及び維持管理費の一部を助成する。ま
た、リース対象の7,068灯については、リース料を支払
う。

1.55 人
非常勤
特別職

0.00 人 36,100千円 34,878千円

13,152千円 臨時職員 ①補助額　3,221千円
　 補助灯数　127灯

②補助額　20,070千円
　 補助灯数　13,112灯

③7,068灯

H30年度目標 H30実績

H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

24,006千円 23,291千円

期間 0.59 人
非常勤
特別職

0.00 人 R元年度目標

昭和53年度～ 4,944千円 臨時職員 24,006千円

道路
建設
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H29予算現額 H29決算額 指標名

松戸橋歩道設置事
業

目標設定の考え方・根拠

C

　用地交渉が滞っている状態であ
るため、詳細設計も実施することが
できず、進捗がなかった。

H30年度に改善した点

橋りょうの築造にあたり、大きく４段階に分けら
れるので、それぞれ達成ごとに25パーセント達
成した事とする。
①設置検討→②設計→③用地購入→④歩道
設置工事

特になし

　歩道設置に必要な用地を取得するにあたり、
用地交渉が滞っている状態であるため。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

最優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 3,500千円 2,700千円

①詳細設計

②

③

歩道の築造進捗率根拠法令 H30予算現額 H30決算額（見込み）

道路法、河川法、土地収用法 0千円 0千円

事業の具体的な内容及び目的
H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

H29年度目標 H29実績 H30目標値が未達成の理由・分析

　柳瀬川に架かる松戸橋は、安松地区から通勤・通学
のため西武池袋線秋津駅及びＪＲ武蔵野線新秋津駅へ
向かう市民が多く利用している橋であるが、橋の幅員が
約5.4ｍと狭いことから、歩行者の通行時に車と接触す
る恐れがあり、危険な状況となっている。
　こうしたことから、歩行者の安全を確保し利便性の向
上を図るため、既存の橋に隣接する歩道橋を設置する
ものである。

1.35 人
非常勤
特別職

0.00 人 50.0% 50.0%

11,455千円 臨時職員 0.00 人

①未実施

②

③

H30年度目標 H30実績

歩道設置に必要な用地を取得するため、
用地交渉を続けていく。

H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

75.0% 50.0%

75.0%

期間 0.55 人
非常勤
特別職

0.00 人 R元年度目標

平成29年度～ 4,609千円 臨時職員 0.00 人

75.0% 75.0%

臨時職員 0.00 人

期間 0.70 人
非常勤
特別職

0.00 人 R元年度目標

平成26年度～ 5,866千円

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

6,788千円 臨時職員 0.00 人

①令和元年6月26日完了

②令和元年6月26日完了

③

H30年度目標 H30実績

　令和元年度の供用開始に向け工事を滞
りなく進める。

有 有

特になし

H30目標値が未達成の理由・分析

目標達成

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 75,000千円 27,800千円

H30年度に改善した点

H29実績

100.0%

橋りょうの築造にあたり、大きく５段階に分けられるので、そ
れぞれ達成ごとに20パーセント達成した事とする。
①設計→②用地購入→③右岸上流護岸工事・右岸橋りょう
下部工事→④左岸護岸工事・左岸橋りょう下部工事→⑤橋
りょう上部工事・市道接続部道路工事・右岸下流護岸工事

成果指標の目標を達成している。

①左岸橋りょう下部工事
　
②左岸護岸工事

③

根拠法令 H30決算額（見込み）

道路法、河川法、土地収用法 146,722千円 62,638千円

H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

橋りょうの築造進捗率

事業の具体的な内容及び目的
H29正規職員
人件費

H29予算現額

清流苑第二の橋築
造事業

H30予算現額

所沢市側への接続通路が、新柳瀬橋しかない大字下
安松清流苑地区での、災害時における避難路等の確
保のため、新たに「第二の橋」として橋の築造を行うもの
である。また、橋の築造に併せて市道１－８９２号線に
ついても整備を行う。

0.80 人

目標設定の考え方・根拠

H29その他職員
従事割合

非常勤
特別職

0.00 人 60.0%

H29年度目標

60.0%
A

H29決算額 指標名

最優先

道路
建設
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

有 有

有 有

有 有
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第７章　街づくり  第３節　道路

有益
な
もの

有害
な
もの

項目名

■ □ □

実績

評価者

道路建設課長　　加藤　孝雄

項目名

■ □ □

実績

評価者

道路維持課長　村田孝之

項目名

■ □ □

実績

評価者

道路維持課長　村田孝之

項目名

■ □ □

実績

評価者

道路維持課長　村田孝之

H30決算額（見込み）

道路
建設
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H29予算現額

道路舗装事業

根拠法令 H30予算現額

目標設定の考え方・根拠

A

成果指標の目標を達成している。

H30年度に改善した点

①市道舗装整備実施件数

②私道舗装整備実施件数

③

舗装整備工事実施件数

平成30年4月1日付で所沢市私道舗装及
び雨水浸透ます材料支給要綱を施行し、
市が舗装することができる未舗装の私道
については、より公共性の高い私道を対
象とし、また、近年多発する集中豪雨や台
風による大雨の被害対策として私道への
雨水対策への助成を可能とした。

予算配分に基づき、市民からの要望の申請順
に舗装路線数（目標工事件数）を決定する。

H30目標値が未達成の理由・分析

目標達成

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 16,348千円 14,299千円

H29決算額 指標名

14,800千円 9,720千円

事業の具体的な内容及び目的
H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

H29年度目標

道路法、所沢市私道舗装要綱

H29実績

市民からの未舗装道路の舗装要望に基づき、ほこりや
騒音、水溜り等を防止し、生活道路としての機能的な整
備と良好な住環境の改善を図るため市道及び私道の
舗装整備を行うものである。

0.85 人
非常勤
特別職

0.00 人 市道3件・私道3件 市道3件・私道1件

H30その他職員
従事割合

市道1件・私道2件

私道2件

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

7,212千円 臨時職員 0.00 人

①1件

②2件

③

H30年度目標 H30実績

　市道舗装新設については、要望の受付
に一定のルールを作り、事業の進捗を図
る。

H30正規職員
人件費

市道1件・私道2件

期間 0.30 人
非常勤
特別職

0.00 人 R元年度目標

昭和25年～ 2,514千円 臨時職員 0.00 人

道路
維持
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H29予算現額

根拠法令 H30予算現額

定める条例、所沢市移動円滑化のために必要な道路
の構造に関する基準を定める条例

14,202千円

H29決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

A

歩行者と自転車を分離することで
安全性を確保した。

H30年度に改善した点

H30決算額（見込み）

14,202千円

自転車レーンの設置には、道路幅員があ
る程度確保されないと設置が難しいので
できるところから整備していく。

自転車レーン整備の実施延長（m）

歩行者、自転車の通行の安全性を確保するた
め、道路状況に応じた自転車レーンを整備する
ことが目的になっているため、その整備延長を
もって指標とする。

道路状況に応じ路面の補修も含めてレー
ン整備した。

H29年度目標

　　　　-

目標達成済1,032ｍ

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

最優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 0千円 0千円

①自転車レーン設置工事

自転車レーン整備
事業

事業の具体的な内容及び目的
H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

H29実績 H30目標値が未達成の理由・分析

歩道内における歩行者と自転車の接触事故の軽減を
目的として歩行者と自転車の分離により、安全性を確保
するとともに地域のニーズに応じた自転車通行レーンを
整備する。

0.00 人
非常勤
特別職

　　　　-

0千円 臨時職員

①1,815.7ｍ

H30年度目標 H30実績

H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

1,815.7ｍ

1,535ｍ

非常勤
特別職

R元年度目標

Ｈ３０～ 5,447千円 臨時職員

H29予算現額

街路樹管理事業

根拠法令
道路法、道路構造令、所沢市道路の構

H30予算現額

期間 0.65 人

H29決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

C

市民要望を優先して巨木化したケ
ヤキなどの剪定等を実施している
ため、管理状態にバラツキがある。
また、樹木診断を実施し、倒木の
可能性がある木については伐採等
を行い、事故防止に努める。

H30年度に改善した点

H30決算額（見込み）

H29年度目標 H29実績

道路の景観や道路交通の安全確保を目的とす
るため街路樹の剪定や除草実施延長を指標と
する。

前年度に引き続き、市職員が現場作業を
行うケースを増やすことで、業者に発注せ
ずに経費削減に努めた。
また、将来的な維持管理費の削減と安定
的な維持管理を行うことを目的とした「街
路樹維持管理指針」を策定した。

厳しい財政状況ではあるが、要望の多い路線を
優先して実施しているため。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

H30目標値が未達成の理由・分析
有

街路樹維持管理指針に沿った、維持管理
の計画を立てる。
街路樹診断を継続して行い、倒木事故を
未然に防ぐ。

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 101,000千円 100,999千円

①高・中・低木剪定数

②除草

③樹木診断

街路樹剪定・除草実施延長（㎞）

造の技術的基準等を定める条例、所沢市移動円滑化
のために必要な道路の構造に関する基準を定める条例

106,900千円 106,737千円

事業の具体的な内容及び目的
H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

幹線道路等の樹木剪定や植樹帯の除草を定期的に行
い、街路樹の目的や機能を十分発揮させることにより、
道路環境の整備はもとより良好な都市景観の形成と快
適な生活空間を創出する。

3.00 人
非常勤
特別職

一
般

57 34

25,455千円 臨時職員

①3,151本

②53,500.1㎡

③100本

H30実績

H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

34

H30年度目標

期間 3.75 人
非常勤
特別職

R元年度目標

道路
維持
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

57

道路
維持
課

実施計画ランク 事業の種別

A

老朽化が進行した道路や、機能が低下した道路施設を
計画的に修繕し、道路利用者の安全を確保するととも
に、沿道の生活環境の改善を目指す。

13.00 人 100%

Ｓ４９～ 31,425千円 臨時職員 58

非常勤
特別職

H29予算現額

H29正規職員
人件費

期間 11.05 人

目標設定の考え方・根拠

①要望・通報件数

②道路補修改修工事

③道路清掃

要望・通報に対する処理割合
老朽化した道路を修繕することが目的のため、
要望・通報件数に対して処理した件数の割合を
指標とする。

H29その他職員
従事割合

H29年度目標 H29実績 H30目標値が未達成の理由・分析

H30年度に改善した点

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 620,520千円

H29決算額 指標名

修繕方法をグループで吟味し、より効果的
かつ経済的となるよう工夫を凝らしてい
る。

道路施設維持管理
事業

根拠法令
道路法、道路構造令、所沢市道路の構

H30予算現額 H30決算額（見込み）

造の技術的基準等を定める条例、所沢市移動円滑化
のために必要な道路の構造に関する基準を定める条例

621,428千円 621,189千円

事業の具体的な内容及び目的

95.45%

多様化・複雑化している要望が多くなり、解決に
いたるまで多くの時間を要する案件や財政状況
により年度内に完了できていない案件があるた
め。

100% 97.90%

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

110,305千円 臨時職員 ①3,293件

②10路線　1,572.4ｍ

③路面　　  10路線（23,900ｍ）
　 枡　　　　 92箇所
　 U字溝     210ｍ

H30年度目標 H30実績

道路の老朽化及び市民要望ともに今後も
増加していく傾向にあるため、修繕や工事
の優先順位を定め計画的に実施していく
必要がある。

H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

非常勤
特別職

R元年度目標

市民からの通報や道路パトロール
により、道路の危険状況を把握し、
迅速に修繕を行うことにより事故防
止に努める。

620,140千円

Ｓ２５～ 92,599千円 臨時職員 100%

有 有

有 有

有

道路法、道路構造令、道路交通法、所沢市道路
の構造の技術的基準等を

有 有
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第７章　街づくり  第３節　道路

有益
な
もの

有害
な
もの

項目名

■ □ □

実績

評価者

道路維持課長　村田孝之

道路
維持
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H29予算現額

道路法、道路構造令、所沢市道路の構
H30予算現額

H30正規職員
人件費

造の技術的基準等を定める条例、所沢市移動円滑化
のために必要な道路の構造に関する基準を定める条例

橋りょう長寿命化修
繕事業

根拠法令

151,000千円

H30年度に改善した点

修繕した橋りょう数
橋りょうの安全確保を目的とするため、点検に
より補修等が必要な橋りょうの修繕工事数を指
標とする。

H28年度より実施している法定定期点検を
引き続き実施し、市管理橋梁（191橋）すべ
ての健全度を診断することができたため、
修繕が必要な橋梁を把握することができ
た。また、河川協議が懸案となっていた松
戸橋の洗掘防止工事についても実施し
た。

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

H30年度で市管理橋梁（191橋）すべての
法定定期点検が終了したことから所沢市
橋梁長寿命化修繕計画の見直しを行い、
予防保全の観点から計画的な点検、診
断、修繕を実施することで、ライフサイクル
コストの縮減を図っていく。

3 3

3（横断歩道橋・１橋含）

優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 102,900千円 92,940千円

①橋りょう修繕

②橋りょう定期点検・診断

③管理者協議（河川・鉄道）

目標設定の考え方・根拠

事業の具体的な内容及び目的
H29正規職員
人件費

H29その他職員
従事割合

建設から長い年月が経過した橋りょうの老朽化に対し、
定期的な点検を実施し、その結果から補修等を行うとと
もに耐震性の向上を図ることで更なる安全性を確保す
る。
所沢市橋りょう長寿命化修繕計画に基づき、修繕を計
画的に進めることで橋りょうを延命化し、維持管理費用
の縮減を図る。

3.15 人
非常勤
特別職

26,728千円

H30その他職員
従事割合

22,207千円

①3橋

②95橋

③5件
期間 2.65 人

非常勤
特別職

R元年度目標

Ｈ２５～ 臨時職員

A
H29年度目標 H29実績 H30目標値が未達成の理由・分析

1 1

H29決算額 指標名

これまでの定期点検の診断結果を
もとに、優先順位を見定めて、計画
的な修繕を行っている。

臨時職員 H30実績

H30決算額（見込み）

128,941千円

H30年度目標

有 有


